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３学期始業式にて

１月６日（木）始業式にて今井校長から下記のお話（一部抜粋）がありました。
フィギュアスケートの羽生 結弦選手は、昨年１２月に行われた全日本選手権で６度目

の全国制覇をし、北京オリンピックに出場を決めました。これまでに２回のオリンピック
金メダルに輝き、今度は３大会連続のオリンピック出場です。オリンピック出場を決めた
後の会見では「武器として４回転アクセルを携えていけるように精一杯頑張ってきます。
前回と前々回とはまた違った強さで五輪に臨みたいと思っています。」と新たな自分の目
標を話していました。
また、１月２日・３日に行われた第９８回東京箱根間往復大学駅伝競走、通称 箱根駅

伝では、青山学院大学が大会新記録（10時間43分42秒）で２年ぶり６度目の総合優勝
を果たしました。原監督が「パワフル大作戦」と銘打った思惑どおりの結果でしたが、出
場した１年生２名（太田、若林）の選手は、既に「箱根駅伝４連覇を狙いたい」と次の大
きな目標を持ち、新たなスタートを切っています。
皆さんも既に新年の抱負を持っている人は良いですが、まだ、目標が定まっていない人は、

どんなに小さな事でも大きな事でもかまわないので、目標を持ちましょう。どんどん書き出し
てみるのも一つです。
さて、新年の始まりとともに、３学期の始まりでもあります。ご存じのとおり３学期は１月
から３月までの期間ですが、「１月は行く」、「２月は逃げる」、「３月は去る」と言われるように、
とても忙しく、短い期間でもあります。また、今年度のまとめの学期であるとともに、次年度
の準備の学期でもあります。特に３年生は、いよいよ入試の本番を迎えます。先を見据え、計
画的に過ごしてほしいと思います。
本校の「めざす生徒像」、そして校訓「自主・剛健・高雅」を踏まえ、日常実践として

の、挨拶・時間・身だしなみ・掃除を意識し、３学期も皆さんが充実した日々を送れることを
期待しています。
最後になりますが、報道されているように、新型コロナウィルスの感染については、新

たな変異株による感染が少しずつ拡大しているところです。マスクの着用や手洗い、密を
避けることなど、引き続き一人一人が感染拡大防止にしっかりと取り組んでいきましょう。

１学年代表 「３学期の抱負」 １年４組 花田 美七海

私が３学期に頑張りたいことは、二つあります。

まず、学級や学年を通して、みんなで頑張りたいことです。基本的な生活習慣の「あじ
みそ」を徹底し、より身につけていきたいです。１年生は、全体的に２分前着席が守れて
いないことがあるので、そこを直していきたいです。３学期が終わると２年生になるので
新しく入学してくる１年生のお手本になれるように３学期は、「あじみそ」や特に時間を
気にして行動していくことができるように意識していきたいです。
次に個人で頑張りたいことです。勉強面で苦手な教科でも他の教科と同じくらいの点数

がテストでとれるように、１年生で習ったことを全部覚えて忘れないように３学期は予習
・復習をしっかりとしていきたいです。

この二つを３学期は１年生のまとめや２年生になるための準備として頑張っていきたい
です。



２学年代表 「３学期の抱負」 ２年４組 村井 慈史

突然ですがみなさん。今年の干支はご存知ですか?そう今年は寅年です。その

寅年にちなんで、私は三つの寅を目標としました。
一つ目の寅は友人関係でのトラブルを招くようなことはしないです。２学期は合唱コン

クールやグリーンスクールなどの仲間との協力が必要となる行事を通して、クラスの絆が
深まっていくのを感じました。特にグリーンスクールでの山登りでは「みんな頑張ろう」
と声掛けをして、みんなを励ましてくれていた友達などもいました。このことから、クラ
スの絆が深まっていくのを感じました。そして、グリーンスクールが終わった頃には、み
んなとより仲良く、色々な人とたくさん話せるようになりました。私は、この友達と一日
一日を楽しく過ごしたいと思っています。そして、この友人関係に亀裂が入るようなトラ
ブルを招かないことが大切だと私は思います。なので、今年もトラブルを招くようなこと
なく、友達と仲良く過ごしていきます。
二つ目の寅は目標にトライするです。テストがある２週間前には、テスト計画表が渡さ

れます。私は、そのたてた目標に真剣に取り組もうとしていませんでした。目標に真剣に
取り組まなければ、その目標を達成しようという気合も起こらず、勉強にも気合が入りま
せんでした。そのため、目標とは何か調べてきました。目標とは、その目的を達成するた
めの過程を具体的に設定していくものだそうです。つまり、テストで９０点をとるという
目的を達成するために、この教科を何分とこの範囲をどれくらい勉強するを計画すること
です。あらためて目標を知ることができ、私は今年こそはしっかりとした目標をたて、勉
強していきます。
三つ目の寅はことわざです。「虎穴に入らずんば虎子を得ず」このことわざの意味は、

多少のリスクを冒さなければ、大きな成果を得られないという意味です。私は、水泳をや
っていて、昨年は関東大会に出ることができましたが最近あまり良いタイムが出なくなっ
てしまいました。でも私は上を目指したい。なので今年の練習から手や足、体が悲鳴を上
げていっても、練習に全力で取り組もうと思います。今までの私はきつい練習の時は少し
手を抜くことがたびたびありました。もうそんな弱い自分から抜け出し、もっと上の自分
を目指します。
２年生の３学期は３年生の０学期、３年生は東金中の最高学年です。この期間に３年生

になるための自覚と準備をして、トラブルを招くようなことはせず、友達と仲良く過ごす。
目標をしっかり考え、その目標にトライする。もっと上の自分を目指して、体が悲鳴を上
げても練習に全力で取れ組む。
この三つの寅を意識し、3学期は頑張りたいと思います。

３学年代表 「３学期の抱負」 ３年４組 平田 悠香

いよいよ３学期がスタ－トしました。私にとって、３学期とは中学校生活最後

の学期です。そんな学期において、私は目標を二つ掲げます。
一つ目は「感謝する」というこです。これは今まで無事に学校生活を送れたことに対し

ての感謝し今まで何をするにしても応援してくれた家族や先生方や友達に対しての感謝の
気持ちを大切にするということです。私はこの感謝の気持ちを卒業まで「ありがとう」の
言葉や学校の設備や道具を大切に使う、一生懸命掃除をする、学校や友達や家族で過ごす、
時間を大切にするなど、さまざまな形で感謝を伝えられるよう努めます。
二つ目は「最後までやりきる」ということです。これは主に受験勉強においてです。受

験を望むことも志望校もすべて自分で決めた道です。自分で決めたことなら最後までやり
きろうと強く思いました。勉強をする上で多くの人は面倒くささを感じことがあると思い
ます。確かに努力って難しいですよね。でもその難しさをみんな知っている、みんな頑張
っていると考えると自分も頑張ろうと思えます。このように受験という苦しい道にはいく
つか助けとなる光のようなものがあります。つらいときは、その「光」を自ら探し、最後
まで諦めず、目標を達成したいと思います。


